
知ればもっと好き まちになる、わたしたちの

田川科学技術高等学校3年生の
いしい

石井
いつき

樹希さん
が、2月1日付で田川市消防団に入団。

えなみ

榎並
よしみ

好美
消防団長、

うえき

植木
のぶひで

暢秀第5分団長とともに、市長
に入団を報告しました。現役高校生の入団は、
記録が確認できる限りで本市初。兄に続き第5
分団に配属された石井さんは「緊張しています
が、まずは訓練を頑張りたい」と話しました。

地域防災を担う若い力
現役高校生が消防団へ

2/26

消防出初式が石炭記念公園で開催され、田川地
区消防本部職員や地元の消防団員ら230人が
参加しました。この行事は、消防関係者が1年の
安全を祈るとともに、市民の「防災意識」を高め
ることを目的に毎年行われています。当日は消
防団員・消防車両の行進や祝賀放水などが行わ
れ、日頃の訓練の成果を披露しました。

今年１年の安全を願い
消防出初式を開催
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市のDX事業の一環として、デジタル楽曲制作講
座を実施。テレビやCMの音楽を手掛ける西崎
ゴウシさんの指導のもと、幅広い年代の参加者
がオリジナル楽曲を制作しました。参加者は、タ
ブレットを使って楽器や音色を組み合わせ、リ
ズムや強弱などをプログラム。個性豊かな楽曲
の数々に大きな拍手が送られました。

世界に一つだけの曲を作ろう！
デジタル楽曲制作講座
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地域住民にクリスマスや新年を楽しんでもらお
うと、田川広域観光協会が「田川伊田駅イルミ
ネーション2025」を開催。色とりどりの光で飾
られた駅舎とその周辺では、期間限定でクリス
マスマーケットが開かれ、訪れた人たちは飲食
を楽しんだり写真を撮ったりしながら、幻想的
な年末年始を満喫しました。

年末年始を美しく彩る
田川伊田駅イルミネーション
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1/9
「いいかねPalette」を運営する株式会社BOOK
が、ふるさとづくり大賞（総務大臣賞）を受賞し
ました。同社は平成29年度に旧猪位金小学校
を「いいかねPalette」として再生。地域の活性化
につなげる事業を展開しています。代表の

あおやぎ

青柳
こうや

考哉さんは「今後も持続的に運営できるコミュ
ニティづくりを進めたい」と語りました。

いいかねPalette挑戦の歩み
ふるさとづくり大賞を受賞
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地域活性化や市民サービスの向上に官民で連
携して取り組むため、エフコープ生活協同組合
と田川市が包括連携協定を締結。

つつみ

堤
しんご

新吾理事
長と

むらかみ

村上
たくや

卓哉市長が、市役所で協定書に署名
しました。この協定に基づき、今後は地域産業
の活性化・健康づくり・地域福祉・環境・防災な
どさまざまな分野で連携事業を展開します。

エフコープと田川市が
包括連携協定を締結
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地元の実行委員会が毎月1回開催している「後藤寺
商店街アーケードチャリティイベント」。2月は「ドイ
ツフェスティバル」がテーマで、市とNPO法人スカイ
ラボサポートセンターも出展しました。本市と交流
があるドイツの文化を紹介するため、市国際交流員
がクイズ大会や絵合わせなどを実施。スカイラボサ
ポートセンターは、謎解きスタンプラリーのほか、格
付けチェックやボードゲームなど、地元商店と連携
して参加者が商店街を巡りながら楽しめる企画でイ
ベントを盛り上げました。また、当日はキッチンカー
や出店者もドイツ由来の料理を販売。来場者はブ
レッツェル、シュトレン、ドイツビールなど多彩なグル
メを味わいました。人々が家族や友人たちと一緒に
笑顔で行き交う様子に、協力店のみなさんは「子ど
もたちがたくさん来てくれて

うれ

嬉しい。こうした形で
にぎ

賑
わいが生まれれば」と目を細めました。

2/21 後藤寺商店街がドイツづくし!?
チャリティイベントが大盛況
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